
管
理
部

研
究
調
査
本
部

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

学
術
交
流
セ
ン
タ
ー

1
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ひょうご震災記念21世紀研究機構
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3〜4▶四川大地震・こころのケア支援プロジェクト形成調査

「Hem21」は、ひょうご震災記念21世紀研究機構の英語表記である
Hyogo Earthquake Memorial 21st Century Research Instituteの略称です。

平成21年
（2009）7月VOL. 16

CONTENTS

１ 「安全安心なまちづくり政策研究群」の
　重点テーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　 

❶阪神・淡路大震災のオーラルヒストリーから得た知見を分析
しつつ、教訓を生かした災害時対応のあり方や分権型の危
機管理システムの構築を研究し、効率・利便性から安全・安
心を基本的価値とする社会の仕組みづくり方策を明らかに
する。

❷震災復興の課題である賑わいのあるまちづくりや地域経済
の活性化、新しい住まい方や働き方についての研究を通じ
て、住民が主体となった災害に強いまちづくりをめざす。

２「共生社会づくり政策研究群」の重点テーマ

❶被災者の命を救ったのは、まず家族、地域の人々であ
ったことを踏まえ、家族ライフスタイルの変化に着目
しつつ、家族を支える仕組みづくり、家庭の力を高め
る方策の研究を行い、新しい家族のあり方を探る。

❷少子・高齢社会下の大都市直下型の地震からの復興過
程を見据え、人間らしい交わりを重視し、世代間の協
力と連帯を構築しつつ、高齢者を支え、子育てや介護
に適した社会システムのあり方を研究し、助け合いに
よる社会づくり、地域コミュニティの形成をめざす。

社会変革の力となる政策立案をめざして

◀「安全安心なまちづくり政策研究群」

　  林　敏彦研究統括

■研究の重点領域

「共生社会づくり政策研究群」▶

野々山　久也研究統括  　

　当機構の平成21年度研究体制を
ご紹介します。「安全安心なまちづく
り政策研究群」と「共生社会づくり政
策研究群」の２つの研究群の編成に
より、研究領域の明確化を図るとと
もに、一層の分野横断的、実践的な
政策研究の推進、社会の動向に即
応した研究への取り組み・緊急課題
への迅速な対応を図っています。

平成21年度研究体制とミッション
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■研究テーマと担当研究員

「ひょうご安全安心白書の企画」
林　万平　常勤研究員

ハザードマップ、事故・犯罪マップなど
の客観的な指標と主観的指標を合成し、
県民に対して「白書」の形での情報提供
を行う。

「親学び応援施策のあり方」
成瀬　千枝子　常勤主任研究員

地域全体で多世代が交じり合い、共に支
え合う「ひょうご親学び応援事業」につ
いて、インタビュー等の手法によりその
あり方について研究する。

「オーラルヒストリーの体系化・共有化に
よる震災教訓の発信」
楠　綾子　非常勤主任研究員

21年度中に研究会で公開基準を確定さ
せ、10年にわたるオーラルヒストリーの
経験知から新たな教訓を引き出し、大震
災の実像を再構成する。

「青少年の生き方を支える『家族の絆』の構築戦略」
成瀬　千枝子　常勤主任研究員
齋藤　華織　　特別研究員

青少年に自己を大切にさせるのには「家族の絆」が最も重
要であることから、「家族の絆」の構築に必要な手法・戦
略について中高生や親への意識調査を基に研究を行う。

「自治体のオールハザード危機管理体制
におけるバックアップ体制のあり方」
紅谷　昇平　常勤主任研究員

都道府県知事や市町村長が様々なハザー
ドに取り組む際にバックアップするあり
方について研究し、提言を行う。

「『子どもの冒険ひろば』事業に関する研究」
越智　祐子　常勤研究員

「子どもの冒険ひろば」事業について、その
利用状況および効果を検証し、今後地域に
根付いた運営に結び付けていくために、３
つの広場事業を推進するなかで、県としてど
のような施策（指導者の派遣、補助金の交
付等）が必要なのかを提言する。

「災害対策をめぐる国際協力の仕組みづくり」
林　万平　常勤研究員
楠　綾子　非常勤主任研究員

国際的な人材、資金、知識、技術等の支援体制のネットワ
ークづくりと兵庫県としての新しい協力の仕組みづくりに
ついて提言を行う。

「共生社会実現のための地域力の指標化」
越智　祐子　常勤研究員

地域協働課のNPOデータなど既存のデータをはじめ、共
生社会実現に関連する項目を複数用い、調査、分類、整理
を行い、兵庫県の地域の多様性に即した物差しとしての
「地域力」を指標化する。

「多自然居住と自治体の低炭素社会へ
の取り組み」
山崎　亮　非常勤主任研究員

「二酸化炭素」の最終的な排出量が少な
い産業生活システムのモデルを提示し、
国際的課題に対する地方公共団体の貢献
のあり方について提言を行う。

「被災地における高齢者活動（老人クラ
ブ等）の復興経験と現状の検証」
村上　寿来　非常勤主任研究員

被災地の高齢者活動について、震災でも
崩壊しなかった地域の高齢者活動（老人
クラブ等）の復興経験の展開と現在の状
況を調査し、地域の活性化方策の検討を
行う。

「安全の経済循環と新しい賑わいの研究」
桜井　靖久　非常勤主任研究員

新しい賑わいの仕組みに関し、量的拡大
から質的充実への転換、効率から安心の
地域経済循環への転換のあり方につい
て、地産地消、生業の重視等も考慮に入
れた視点から研究を行う。

「長寿国にっぽん活性化戦略−高福祉社
会の構築をめざして−」
阿部　真大　非常勤主任研究員

高齢化と同時に人口が減少し、総需要が
減少するが、内需を拡大するための方策
は何か、内需を拡大するためには、低賃
金国家との価格競争による所得切り下げ
でなく、国民一人当たりの所得向上をめ
ざすべきであるが、それをどのように実
現するかなどについて調査研究を行う。

「まちづくりの手法と住まい再建」
岸本　達也　特別研究員

阪神・淡路大震災の被災地における土地
区画整理事業などのまちづくりの手法が
住まいや暮らしの再建、意識に与えた影
響について、地区住民への聞き取りなど
を行い、都市災害における「復興まちづ
くりと住まい」の今後を探る。

《基盤Ｂ》
「介護保険補完システムの構築に関する理論的・実証的研究」
足立 正樹　特別研究員　 村上 寿来　非常勤主任研究員
張　 　帆　特別研究員　 中林 宜子　特別研究員

文部科学省科学研究費補助金

安全安心なまちづくり政策研究群 共生社会づくり政策研究群
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１.災害とコミュニティ
　日本社会にとって阪神・淡路大震災は、様々な意味でそれ
までのパラダイムを変えさせられる体験でした。被災者個人
の生活復興に対して公的支援をどう行うかという議論が初め
て行われたのは、この災害がきっかけでしたし、災害後のボラ
ンティア活動が広く行われるようになったのも、これ以降のこと
です。そして「こころのケア」という言葉も、阪神・淡路大震災
をとおして一般的に用いられるようになりました。単純な「ここ
ろ」と「ケア」という2単語をつないだだけのこの用語は、1993
年に初出が確認できますが、その当時は末期癌や神経難病
などの、医療的関与に限界がある患者への心理的サポート
あるいは今でいうターミナルケアを示していました。それが、
1995年を境に災害や大事故で心を痛めた人、つまりトラウマ
を受けた人への心理社会的支援、という意味で使われるよう
になったのです。同様の変化は1999年の台湾地震、2003年
のスマトラ島沖地震でも見られます。台湾では「心理」という
言葉が被災地に溢れ、阪神・淡路大震災の活動をモデルに
した活動が5年間にわたり展開されます。津波の被災国はも
ともとの保健システムに差があり、各国の事情により活動内容
は異なりますが、タイでは国立病院を中心とした拠点作りが行
われました。
　中国にとっての四川大地震もまさに同じ特徴をもった災害
でした。被害だけでいえば、1976年の唐山地震は死者24万
人ともいわれており、今回の地震をはるかに凌駕するものだっ
たわけですが、当時の中国の政治的状況では、被災者の苦
悩がメディアをとおして伝えられることはなかったでしょうし、外
国人はその後10年間は現地に近づくことさえ出来なかったと

いわれています。ところが、民主化が進んだ21世紀の中国で
起こった今回の災害の状況は、内外のメディアによって大きく
取り上げられたのです。私の手元には、昨年11月に現地に行
った際に空港で買い求めた写真集があります。それを見ると、
日本ではあり得ないような悲惨な遺体の写真などが、何ら編
集を加えられていない形で、掲載されており驚かされます。テ
レビや新聞だけでなく、インターネットという強力な媒体をとお
して、被災地の状況は広く世界中の人々が知ることになった
のです。こうした状況をとおして「心理工作」つまりこころのケ
アが、提供されるようになったのは、まさにわれわれの震災体
験と重なっています。

2.こころのケアの状況
　四川大地震の被害状況は、とてつもない規模であり、われ
われの想像を超えています。この地震後、被災者の心理的支
援の必要性がマスコミで喧伝され、中国各地から専門家が
集まり、早い段階ではまるで専門家が被災地に溢れているよ
うな状況だったそうです。政府レベルでは、公的病院のネット
ワークや、一人っ子政策を進めてきた母子保健のネットワーク
を使って活動を始めました。また、学校が倒壊し多くの子ども
たちが犠牲になったことから、学校も活動の場になりました。多
くのNGOや国際機関も専門家を派遣し、研修の機会が連日
のように提供され、治療技法などのマニュアルが溢れたそう
です。しかし、その中には有効性が否定されている技法が含
まれていたり、どう考えても現地の実態にそぐわないシステム
が推奨されたりしました。そして、多くの被災地外からの支援
者たちは、アクセスしやすかった成都とその周辺部で活動しま

した。そのために、四川省でもっとも被災
の激しい地域や陝西省や甘粛省などに
は、情報も実際の支援の手も入らない状
況だったといわれています。また、外部か
らの専門家のほとんどは数カ月後には引
き上げてしまい、現地のわずかな数の準
専門家が手探りの中で活動を行っている
状況になったのです。
　実は似たような状況は、神戸でも起こり
ました。1995年の連休までは、外部から
熱意に溢れ、いささか気分の高揚した支
援者が多数訪れましたが、いざ長期的支
援が必要となると、担い手を見つけるのに
四苦八苦するという状況でした。幸い都
市部での災害であったので、専門的教
育を受けた人が探せたことと、復興基金世帯数8万戸！の仮設群

こころのケアセンター

四川大地震・こころのケア支援プロジェクト形成調査
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　大正時代の日本には、内面の感情や生命感
を表した個性的で力強い芸術表現が生まれまし
た。この熱き芸術表現を日本の表現主義と位
置づけ、洋画、日本画、版画、彫刻、工芸、建築、
デザイン、写真、舞台美術など、約１４０作家の約
３５０点の作品や資料で紹介します。

■会期=8月16日（日）まで
■観覧料=一般1,2００（1,0００）〈1,35０〉円
　　　　  大高生9００（70０）〈1,020〉円
　　　　  中小生50０（3００）〈57０〉円
※（　）は２０人以上の団体割引料金、〈　〉はコレクション展セット割引料金

◎休館日＝月曜（祝日の場合は翌日）
◎開館時間＝１０時～１８時（特別展開催中の金曜・土曜は２０時まで）
※入場は閉館の３０分前まで
TEL ０７８-２６２-０９０１
http://www.artm/pref.hyogo.jp/

　兵庫県支部では、４月２７日（月）、ＷＨＯ（世界保健機構）の警戒レベルフェーズ
３の発表を受け、直ちに「新型インフルエンザ警戒本部」を設置し、情報の収集と
提供にあたりました。
　その後、警戒レベルがフェーズ５となった５月１日（金）には、兵庫県から新型イン
フルエンザ対策本部会議のオブザーバーとして出席要請を受け、以降、対策本部
会議へ出席しています。その後、当支部においても「新型インフルエンザ警戒本
部」を「対策本部」へと切り替え、国や兵庫県の情報を赤十字病院、血液センター
など各施設に対し速やかに提供するともに、行政との調整に努めました。
　一方、姫路赤十字病院と柏原赤十字病院は感染症指定医療機関としての指
定を受けており、それぞれ感染症病床の受け入れ態勢を整え、受け入れを開始する
とともに、専用外来を設置し診療を始めました。また、中町赤十字病院や神戸赤十
字病院においても同様に、専用外来等を設置し対応しています。このように、赤十
字病院では県民の皆さまの健康を守るため責務を果たしています。
　また、血液センターにおいても、安全な血液製剤の安定供給を図るため献血者の
皆さまにマスク着用や手洗い、手指消毒をお願いするなどの対応を講じています。
　しかしながら、新型インフルエンザ予防のため外出される方々が減少したことや
一部地域では献血実施を控えられたことなどから、献血者が大幅に減少しました。
現在、兵庫県とも連携し、献血協力団体等の皆さまに協力依頼を行うなど、一層の
血液確保に努めています。

日本赤十字社兵庫県支部
TEL 078-241-9889　FAX 078-241-6990
http://www.hyogo.jrc.or.jp/

問い合わせ

特別展
躍動する魂のきらめき－日本の表現主義
岸田劉生、萬鉄五郎、東郷青児、恩地孝四郎…

新型インフルエンザの対応について
「新型インフルエンザ対策本部」を設置。赤十字病院等、即座に対応を図る

日本赤十字社兵庫県支部兵庫県立美術館

萬鉄五郎《風船をもつ女》
1912～13年　岩手県立美術館蔵

から活動資金が提供されることになり、日本で初めてのこころ
のケア事業が、2000年までの5年間行われました。しかし、スタ
ッフの離職率はとても高く、運営していく上での苦労が絶える
ことはありませんでした。こうしたわれわれの活動経験から、日
本が援助するのであれば、長期的に継続した支援を行うべき
だろうと思っていましたが、この度、JICAが専門家の養成と技
術移転を行う5年間のプロジェクトを行うことになり、兵庫県こ
ころのケアセンターも協力をすることになりました。

3.復興について垣間見たこと
　プロジェクトを計画するために、昨年11月と本年2月の2回、
四川省を訪れました。それぞれ5日間の日程で、会議に多くの
時間を割かれたために、実際の被災地を訪れる機会は限ら
れていましたが、興味深い状況を垣間見ることができました。
その一つは、心理的支援が生活支援と併せて
提供されていることです。多くの被災者にとって
は、いくら「こころのケア」が必要といわれても、心
理とか精神科という言葉には抵抗を覚えるもの
で、自ら進んでケアを受けることはありません。これ
は洋の東西を問わず、先進国であろうが途上国
であろうが関係ない普遍的な傾向です。したがっ
て、生活復興の施策の中にうまくとけ込ませて提
供する必要があります。われわれは「こころのケ
ア」という言葉をなるだけ使わないように努めまし
た。具体的には、保健所の行う健康管理あるい
は生活相談の事業の中に、われわれのスタッフが
入り、十分に顔を覚えてもらった後に、心理的問
題を扱うように気をつけました。四川ではすでに同
じような試みがなされていました。たとえば、子ど

もを失った母親たちに経済力を付けさせるために、伝統工芸
品を作るための訓練事業を行い、そこに心理的支援を行う専
門家も参加して、抵抗感を低減するというような工夫がされて
いました。また、世帯数8万戸という巨大な仮設住宅では、キャ
ッシュディスペンサーが設置され、診療所や食堂、そして小規
模ながら市場までありました。日々 の生活を送りやすくすること
が、何よりの心理的支援になるわけで、こうした実践はとても
重要だといえるでしょう。
　中国の人たちには、「神戸から学んでいただくことよりも、わ
れわれが教えてもらうことの方が多い」と申し上げてきました
が、これは社交辞令ではなく、本心からそう思っています。これ
から5年間、中国に「こころのケア」を根付かせるための事業
に、兵庫県こころのケアセンターも協力しますが、多くのことを
学ぶ機会になればと期待しています。

職業訓練する、子どもを亡くした母親たち
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　昭和10年の夏、浅間山で小さな爆発がおきました。その
ときの、山麓の人々の様々な反応を見た随筆家が、「ものを
怖がらなさ過ぎたり、怖がり過ぎたりするのはやさしいが、正
当にこわがることはなかなかむつかしい」と、感想を残してい
ます。1）

　今年の5月頃、県内で、新型インフルエンザの感染が広
がっていた頃を思い出し、同じような感想を持つ方もいるこ
とでしょう。一時は、街中の薬局から、マスクが無くなりまし
た。その後は、いくつかの「安心宣言」なども経て、街は落ち
着き、マスクをする人も少なくなりました。
　当時、みんな、どのような気持ちで過ごしていたのでしょう
か。人と防災未来センターでは、県内で最初の感染者が見
つかった１週間後の週末、県内500人の方に、電話アンケ
ート調査を行いました。2）　結果を見ると、2割以上の回答
者が、自分も感染する可能性は高いと思いつつも、半数以
上の方は、感染しても軽い症状ですむだろうと思っており、
重い症状になりそうと恐れていた人は1割に過ぎませんでし
た。感染しても、自分はたいしたことにはならないだろうと思
っていた人が多かったといえます。報道などで、今回の新型
インフルエンザは、あまり毒性が強くないとされていたためと
思われます。
　また、予防対策に関する調査結果を見ると、マスクは、

「自分への感染を防ぐ効果は低い」と思っていた方が4割
に及びます。にもかかわらず、マスクをしていた人は8割にも
達していました。自分への予防効果を決して高くは評価して
いないわりには、多くの方が着けていたといえます。
　この背景には、「他人への感染を防ぐ効果は低い」と思っ
ていた人は2割に留まったこと、さらに、「周囲の雰囲気を感
じた」人が6割に及ぶことから、マスクの着用の有無は、お
互いの様子がはっきりと分かることも影響していたと思われ
ます。当時、人前でマスクを着けていること、あるいは着けて
いないことは、自分がどのような人か周囲に見せることにも
なっていました（ルールはきちんと守る人、とか）。効果は小さ
いのでは？と内心思いつつも、職場や家庭の立場・役割か
ら、着用していた方もいたかもしれません。また、新型インフ
ルエンザと聞いても、ぴんとこなかったものの、周りの多くの
人がマスクをしているのを見て、これはと、マスクを着けた方
もいたことでしょう。人は、新しい社会状況に直面したとき、

お互いの様子や行為を通じて、状況に意味を与え、自らの
行動を決めていきます。
　つまり、みんながマスクをしていた街のあの風景は、自らへ
の感染の不安だけが原因で出現したものでありません。社
会の一員としての私たちが、まちの人 と々の相互交流のな
かで、8割という高いマスク着用率を達成したのだといえま
す。
　このことには、大事な意味がありそうです。新型インフルエ
ンザに対して、私たちは、自分個人の予防だけではなく、社
会全体の一員として考え、振る舞う必要があるからです。今
回の新型インフルエンザは、妊婦や喘息など一部の人は、
重症化の危険があると言われており、こうした人々の安全を
高めるためには、みんなで感染の広がりを防ぐことが大切で
す。また一般に、ある感染症が「感染力は高いけれど致死
率は低い」と聞くと、安心情報に思われますが、そこには落と
し穴があって、むしろ危険性をはらみます。安心しすぎて社
会全体の予防対策が疎かになると、短期間に多くの人々
に感染が広がり、致死率は低くても、結果的に犠牲者は莫
大となる場合があるからです。3） そして、その犠牲は、声の
小さな少数の人 （々特殊な疾患を持つ方など）に集中する
恐れがあります。
　1918年のインフルエンザの大流行に立ち向かったアメ
リカの街には、次のような言葉が残っています。「市民は、ボ
ストン市をより安心して暮らせる場所にしただけではない。
市民一人一人が住むこ
とに誇りを持てるような
場所にしたのだ」3）　
私たちも、この街の一
員として、より正しい「恐
れ」と「安心」を持って
冷静に、冬に向けた取
り組みをすすめていきま
しょう。

新型インフルエンザに関するアンケート調査

みんなマスクを着けたのは、どうして？
人と防災未来センター研究員　宇田川 真之

「流行性感冒」　内務省衛生局（1922）
http://www.niph.go.jp/toshokan/koten/Statistics/10008882-p.html

1）寺田寅彦随筆集 第5巻, 岩波書店
2）2009年5月　新型インフルエンザ国内発生初期の情報伝達等に関するアンケート調査速報レポート（http://www.dri.ne.jp/news/

news09/report_influenza.html）
3）史上最悪のインフルエンザ,みすず書房
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　人と防災未来センターの永松伸吾研究副主
幹が昨年11月に出版した著書『減災政策論
入門：巨大災害リスクのガバナンスと市場経済』

（弘文堂）が、日本公共政策学会から日本公共
政策学会著作賞を授与されました。
　同書は、人的・経済的被害の軽減を目標とし
たこれまでの我が国の防災対策について、一定
の評価をしつつも、近年の災害リスクの低頻度・
高被害化に対しては必ずしも有効ではないと指
摘し、「人間の尊厳ある生の保障」を目標とする
新たな政策論（「減災政策論」）を展開したもの
です。また、単なる理論的な記述にとどまらず、経
済復興方策としての「弁当プロジェクト」の提案
など、具体的かつ実践的な提案が行われている
ことも特長です。あとがきにもあるように、内容の
多くは永松研究副主幹が人と防災未来センター
の専任研究員として在任中（2002年～2007
年）に行った研究成果に基づいています。
　日本公共政策学会は1997年に発足し、政治
学、行政学、法学、経済学、工学などを専門とす
る研究者や行政職員・NPO職員などの実務家

などによって構成され、現在その数は約1,000
人に及びます。永松研究副主幹の著書は、「防
災および減災という公共政策の新たな領域を開
拓し政策論を展開したことが高く評価」され、今
回の受賞となりました。人と防災未来センターの
実践的研究が、防災研究分野だけではなく、広く
関連諸分野にまで評価されていることを示してい
ます。

御厨貴・学会長（東京大学教授・左）と永松研究副主幹（右）

永
松
伸
吾
『
減
災
政
策
論
入
門
：
巨
大
災
害
リ
ス
ク
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
市
場
経
済
』
弘
文
堂

人と防災未来センター・永松研究副主幹が
日本公共政策学会著作賞を受賞しました！
人と防災未来センター・永松研究副主幹が
日本公共政策学会著作賞を受賞しました！
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㈶ひょうご震災記念21世紀研究機構

阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター
〒651-0073  神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
観覧案内・予約／TEL 078-262-5050　http://www.dri.ne.jp/

開館時間 交　　通

休 館 日

入館料金

9時30分～17時30分（入館は16時30分まで）
※7月～9月は9時30分～18時（入館は17時まで）
※金曜、土曜は9時30分～19時（入館は18時まで）

「やっぱり、ひょうごキャンペーン」開催中〈9月30日
（水）まで〉は、入館料金が半額です

鉄道

バス

車

•阪神電鉄「岩屋」駅、
 「春日野道」駅から徒歩約10分
•JR「灘」駅南口から徒歩12分
•阪急電鉄「王子公園」駅
 西口から徒歩約20分

•三宮駅前から約15分

•阪神高速道路神戸線
 「生田川」ランプから約8分
•阪神高速道路神戸線
 「摩耶」ランプから約4分
•阪急・阪神・JR「三宮」駅から約10分

●有料駐車場（普通車100台）　●バス待機所（予約制／無料）あり
毎週月曜（月曜が祝日の場合は翌平日）、12月31日と1月1日
※ゴールデンウイーク期間中（4月28日から5月5日まで）は無休

※（　）は２０人以上の団体料金
※障害者、兵庫県内在住の６５歳以上の高齢者は上記の半額
※兵庫県内の小・中学生はココロンカードを提示すれば無料

大　人 高校・大学生 小・中学生
防災未来館
〈割引料金〉 250円（200円） 200円（160円） 120円（100円）

平成21年度春期 「災害対策専門研修」マネジメントコースの実施結果
　人と防災未来センターでは、地方自治体職員などを対象とした
「災害対策専門研修」マネジメントコースを平成14年度から実
施しています。同コースは、災害対策実務の中核を担う人材の
育成を目的とし、阪神・淡路大震災の教訓を学習することを重点
としつつ、最新の研究成果も取り入れ、能力に応じた体系的、実
践的なカリキュラムに設計しています。
　これまでに、延べ2,000人以上の方々が受講され、全国の自治
体等から高い評価を得ており、同コースへの社会的なニーズは
ますます高まってきています。

　今年度は、これまでの受講者の要望や運営上の反省点等を
踏まえ、受講者がより理解しやすいよう、また参加の利便性等も
考慮してカリキュラムの一部を見直しました。これにより、特に「ベ
ーシック」については定員を大幅に上回る応募がありました。
　受講者については、近畿地方を中心に、北は宮城県から南は
宮崎県まで全国各地から参加があり、さらに毎年職員が参加さ
れる「リピーター団体」も少なからずあります。
　研修終了後のアンケートには、「カリキュラムの構成、講師の資
質とも素晴らしい」、「研修の運営に細心の気配りがされていた」、
「全国各地の自治体職員との交流は大きな成果」等、非常に
高い評価を得ています。今期もまた防災消防担当者の全国的な
ネットワークを一層強固に構築できました。

　なお、秋期（10月）については、エキスパートＡ、エキスパートＢ
及びアドバンスト・防災監／危機管理監の３コースを予定してい
ます。阪神・淡路大震災の行政関係経験者による講義風景

コース名 日　程 参加人数
エキスパートＢ 平成21年５月25日（月）～５月28日（木） 中止（※）

エキスパートＡ 平成21年６月１日（月）～６月４日（木） 12名
ベーシック 平成21年６月８日（月）～６月11日（木） 50名
合計（延べ） 62名

※神戸地区を中心とする新型インフルエンザ感染の影響による。

震災資料紹介　vol.5
このコーナーでは、当センター所蔵の震災資料を紹介します。

　被災地の復興というときに、被災直後と復興後の写真を並べ
て比較されることがあります。しかし、それだけでは、その過程を知
ることは難しいでしょう。4月に、神戸市灘区の楠田育宏さんより
寄贈いただいた資料は、その写真から写真までを結ぶものの一
つであるといえます。
　写真は、甚大な被害を受けたJR神戸線六甲道駅南側の、震
災から12年後（2007年3月）の航空写真です。図のように、羽
子板のような形の公園の周りを、高層住宅が取り囲むような形を
しています。この形状は、あるいは市と住民との間で、あるいは住
民内部で、さまざまな意見交換が行われた結果でした。そして、復
興に要した期間は10年以上にも及んだのです。楠田さんは、こ

の期間を通して
この地区の街づ
くりに深く関与さ
れました。今回、寄贈いただいた交渉メモ、議事要録、その他写
真・図面などさまざま資料から、その復興の過程を追うことができ
ます。この震災と復興との間を忘れられるのは寂しいというのは
楠田さんのお気持ちでもあります。資料室では今後も震災に関
する資料を収集していきます。もしお手元に整理・処分をお考え
の資料がありましたら、ぜひご相談ください。

人と防災未来センター 資料室（防災未来館5階）
TEL 078-262-5058
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「ひょうご講座2009」（ひょうご講座、オープンカ
レッジ）の秋期受講者募集について
①特徴

　（財）ひょうご震災記念
２１世紀研究機構では、県
内の大学や研究機関など
兵庫にゆかりのある知的機
関の協力を得、時代の潮流
を捉え、県民の学習ニーズ
に応えることのできる大学
教養レベルの生涯学習講
座として『ひょうご講座2009

（ひょうご講座、オープンカレッジ）』を開催します。
　昨年の受講生のアンケート結果では、約８５％の方が「満足」

「ほぼ満足」と回答され、また、約９０％の方が今後も「是非参加
したい」「できれば参加したい」と回答されるなど大変好評を博し
ています。
　今年も、「日本とアジア太平洋」、「生命科学」、「気候変化」、

「健康増進」、「企業の社会的責任」といった多彩なジャンルか
らなる魅力的な『高度な知の講座』を開講します。
②主催

　（財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構
③募集期間

　各開講日の１週間前まで、ただし、先着順に受け付け、定員に
なり次第締め切ります。
④概要等
（１）ひょうご講座

　県内の大学や研究機関をはじめとする多彩な講師陣による
講義（独自科目）および県内各大学主催による出前の公開講
座（学外科目）です。
▶時間＝平日（火～金）18:30～20:00、土13:30～15:00
▶日数＝８～12回（１回あたり90分講義。週１回、同一曜日に実施）
▶受講料＝１万円(８回)、１万2,000円(９･10回)、１万5,000

円(11･12回)

▶定員＝１科目あたり約40名
▶開講場所＝兵庫県民会館
▶開設科目

（２）オープンカレッジ
　大学の施設を使用して、実習やゼミナールなど、参加・体験
型の多彩なプログラムを提供します。
▶受講料＝２万円
▶定員＝１コースあたり約40名
▶開講場所＝各大学キャンパス
▶開設コース

⑤照会先
（財）ひょうご震災記念21世紀研究機構　学術交流センター
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5-2
人と防災未来センター　ひと未来館５階
TEL 078-262-5714　FAX 078-262-5122
http://www.hyogo-al.gr.jp/kouza/

学術交流センター

情報ひろば

Hem21NEWS
vol.16
平成２１年7月発行

（財）ひょうご震災記念
２１世紀研究機構
〒６５１-００７３
神戸市中央区脇浜海岸通１-５-２

（人と防災未来センター）

http://www.hemri21.jp/

当機構は、以下の組織で
構成しています。

●管理部
TEL 078-262-5580
FAX 078-262-5587

●研究調査本部
TEL 078-262-5570
FAX 078-262-5593

●人と防災未来センター
TEL 078-262-5050
FAX 078-262-5055

●学術交流センター
TEL 078-262-5713
FAX 078-262-5122

●こころのケアセンター
〒６５１-００７３
神戸市中央区脇浜海岸通１-3-２
TEL 078-200-3010
FAX 078-200-3017

ニュースレターに関するご意見・
ご感想を機構までお寄せください

大震災教訓発信シリーズ“もっと伝えよう”
第５回ＤＲＩ防災セミナー　次世代語り部シンポジウム
　震災の風化が懸念される中、人と防災未来センターでは震災15周
年に向け、「大震災教訓発信シリーズ“もっと伝えよう”」として、兵庫県
や防災関係機関等と連携して、セミナー、シンポジウム等を連続的に
開催。震災の経験と教訓をこれまでにも増して強く発信しています。
　ＤＲＩ防災セミナーは、人と防災未来センターのセンター長、上級研
究員等による連続講義（４月～12月）で、センターの研究成果を広く県
民や国内外に発信していくものです。

来年１月１７日で、阪神・淡路大震災から１５年になります。そこ
で、この掲示板では１５周年の関連事業をお知らせします。

▶日　時＝8月29日（土）１４時～１６時
▶場　所＝ラッセホール　ローズサルーン
▶テーマ＝「若者達が次世代に震災を語り継ぐ」
▶内　容＝【講演】諏訪清二（兵庫県立舞子高等学校環境防災学科長・教諭）

【パネルディスカッション】コーディネーター：諏訪清二
パネリスト：荒井勣（人と防災未来センター語り部・ひまわりオジサン）、小島汀（兵
庫県立舞子高等学校3年生・ユース震災語り部〈当時3歳〉）、新見侑子（神戸
市外国語大学4回生・CODE学生ボランティア）、矢守克也（人と防災未来セン
ター震災資料研究主幹･京都大学防災研究所巨大災害研究センター教授）
▶申し込み・問い合わせ＝兵庫県防災企画課震災15周年事業担当
TEL ０７８-３６２-９８７４　FAX ０７８-３６２-９９１４
Eメール bousaikikakuka@pref.hyogo.lg.jp

阪神・淡路大震災１５周年関連事業掲示板

こころも「ケガ」をします
　災害や事故・事件などに巻き込まれると、そのショックでこころは大きな「ケガ」をすることがあり
ます。こころが「ケガ」をすると、いろいろなことが起こります。
　些細なことでイライラする、夜眠れない、その時の夢を繰り返し見る、その時の光景が何度も
思い浮かぶ、誰とも話す気にならない、何もする気になれない…などなど、これまで感じたことの
ない気持ちの変化やからだの不調が起こることがあります。
　このような精神的影響を「トラウマ（心的外傷）反応」といいます。
こころとからだの健康を保つために
　こころが「ケガ」をすることで起こる気持ちの変化やからだの不調は自然な反応です。通常そ
ういった反応は少しずつ和らいでいきます。でも予想以上に長く続き、生活に影響を与えること
もあります。
　どうやって対処すればいいのか、一緒に考えていきませんか。

■相談室のご案内
　気持ちの変化やからだの不調について気になること
や心配なことがあれば相談してください。ご家族をはじめ
心配されている方からの相談も受けます。
　附属診療所での診察（セカンドオピニオンを含む）を
希望の方も、まずは相談室に相談してください。
●相談曜日＝火曜～土曜

（年末年始および祝日を除く）
●相談時間＝９時～１２時、１３時～１７時
●相談方法＝電話および面接
★面接相談は予約制TEL 078-200-3010（代）です。

科目名 日程・回数
民間セクターによる社会貢献を考える～CSR（企業の社会的責任）～企業やNPOによる社会貢献とは 9/8（火）～ ８回
現在の子どもを理解するために　－色々な観点から理論や実践を考えよう－ 9/8（火）～ 12回
有害物質が引き起こす環境問題　－化学物質が人間にもたらす恩恵の陰で－ 9/15（火）～ ８回
神戸開港と外国人コミュニティ　～続・神戸外国人居留地・国際都市神戸の原風景～ 9/9（水）～ 12回
人の知能と機械の知能 9/30（水）～ ８回
日本のアジア太平洋関与の歴史と現在　－21世紀への課題 9/17（木）～ 12回
自然をいかした地域づくり 10/8（木）～ ８回

「なぜ・なに・機械工学」　－身近な機械のしくみを解説します－ 9/10（木）～ ９回
健康の維持・増進のために「食の安全・安心」にどう対応するか　－その具体的実践法について－ 9/11（金）～ 10回
次世代育成を考える 9/11（金）～ ８回
気候変化に対する国内政策の処方　～学界、NGO、産業界の立場から～ 9/19（土）～ 12回
ナノサイズの生命現象 10/3（土）～ ８回

コース名 日程・回数
甲南女子大学コース
心と体のリハビリテーションと危機管理～健康寿命延伸のために～ 9/26（土）～ 5回

兵庫県こころのケアセンター
相談室・附属診療所

トラウマ・ PTSD 等、「こころのケア」に関する相談および診療を行っています。
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